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 秋を感じながら・・・

 「暑さ寒さも彼岸まで」という言葉にもありますが、厳しかった残暑も先週１週間のお彼岸の間に、一気に和らい
できたようです。とは言え、晴天の日は、まだまだ平年に比べて気温がかなり高い日もある一方で、低気圧や前線
の影響により、曇りや雨が降ったりすると、最低気温が２０℃前後にとどまる日もあり、朝晩と昼間の寒暖差が大
きくなります。保護者の皆様には、引き続いての熱中症対策と同時に、日々のご家庭でのお子様の体調管理と、気
候に合わせた服装選びなどにも十分にお気をつけていただきますよう、よろしくお願いいたします。 
  さて、朝晩の涼しさとともに、各地で咲き始めた「彼岸花」に少しずつ秋が感じ
られるようになりました。本校東校舎裏の畑の周辺にも彼岸花は自生しており、
その名の通り、秋の彼岸頃から開花します。「葉見ず、花見ず」という、他の植
物とは違って春に葉が枯れて、秋の開花までは地表に何も生えてこない植物で
す。あの真っ赤な花が落ちた後に葉が出ると、そのまま越冬して春まで球根に栄
養を溜めるそうです。その球根には毒があり、地中に住むモグラなどの小動物か
ら農作物の被害を防ぐと言われています。また、この花にはたくさんの別名があ
るようですが、特に有名な別名が「曼殊沙華（マンジュシャゲ）」で、サンスク
リット語で「天界に咲く花」を意味し、「見る者の心を柔軟にする」といった意
味もあるそうです。「彼岸」＝「夏の終わり」という、どこか寂しげなイメージ
などがある「彼岸花」の季節になりますが、学校では日々の学習に加えて、２学
期の行事などの準備でどの学年も忙しくなってきます。１年の折り返し地点でも
あるこの時期に、様々な教育活動を一つ一つやり遂げていくことは、子供たちの
大きな成長につながっていきます。実際に、「彼岸花」のような真っ赤な花を咲
かせる（開花する）子たちもいれば、花を落とし葉を枯らして、来春まで球根に
たっぷりと栄養つけるようなタイプの子もいると思います。そんな子供たちの成
長の過程（プロセス）を穏やかな心で見守りながら、個々の成長を信じて言葉が
けしていただけるとありがたいです。

校長　杉本　  勉

▲ 敷地内に咲く彼岸花



　朝の時間の略称について
　全校：全校朝会
　児童：集会委員会担当の集会
　読書：朝読書
　宣伝：子どもレク宣伝集会

※行事予定の★印は、スクール
　カウンセラーの勤務日です。　

２０２５年度１０月 ２０２５年度１１月

　時程について
　B：B時程の日は、下刻時刻が
        やや早くなります。
　特：特別時程の日は8:30～
　　　１校時が始まります。


